




 

事業評価シート 

 

○協働事業名：地域と大学の連携による郊外戸建て住宅地における持続可能なコミュニティ形成と 

       多世代交流の提案 

○協働事業者：東海大学工学部建築学科加藤研究室 教授 加藤 仁美 

○事 業 期 間：平成 30年 7月 27日から平成 31年 3月 29日 
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１ 協働が開始された段階はいつからか 

  □企画の段階から ■実施段階から □その他（               ） 

２ 協働の呼びかけはどちらからか 

  ■市民活動団体  ■市      □その他（               ）  

３ 協働で行う意義は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  意義〔地域、大学、市の多世代交流による地域まちづくり  〕 

４ 事業の目的は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  目的〔持続可能な地域コミュニティ形成の展開の可能性検討 〕 

５ 事業の目標（何がどのような状態になることを意図しているか）は明確だったか 

  ■はい  □いいえ  目標〔住宅更新等の比較検討、地域コミュニティに関する調査〕 

６ 相互理解は十分だったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 
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７ 協定書作成にあたって十分協議したか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

８ 事業運営上の役割分担は適切だったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

９ 進捗状況や情報を共有できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

10 実施プロセスの記録は残せたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

11 互いの特性を活かすことができたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 
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12 事業内容の報告を作り、公開できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                          〕 

13 目的・目標は達成できたか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

14 今後の課題と改善策を話し合ったか 

  ■はい  □いいえ  理由〔                       〕 

15 総合的に見て事業に対する満足度は 

 【 ５ ４ ３ ２ １ 】 理由〔                     〕 

16 その他、気づいた点 

  人口動態、住宅更新等の調査や地域コミュニティに関するアンケート調査などにより、持続可能なま

ちづくりの条件を探ることができた。 

 


